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述の両者を分析した結果として，「IDP 群（n = 12，
平均年齢 74.4 歳）と比較群（n = 10，同 70.8 歳）
間で全体 QOL に有意な主効果が認められた（p < 
95金　美辰：高齢者の居場所形成に関する現状と課題
.001）。また，IDP 群の初回参加時うつ傾向群は，
初回と比べて 12 ヵ月後は有意に低下していた（P 
< .05）。高齢者と小学生（n = 4，同 8.5 歳），地域
ボランティア（n = 10，同 69.2 歳），学生ボランティ
ア（n = 4，同 22.5 歳）等に生じた世代間交流の様
相は，【高齢者が子どもの居場所をつくり迎え入







　浜崎ら 23）は 75 歳以上の後期高齢者を対象に，
主観的幸福感を高める要因について男女別に検討
している。472 名を対象に自記式質問紙調査を行
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